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はじめに

このガイドでは、Oracle Solaris Studio 12.3の新機能と変更された機能、既知の問
題、および制限について説明します。

サポートされるプラットフォーム
このOracle Solaris Studioリリースは、Oracle Solarisオペレーティングシステムを実行
する SPARCファミリーのプロセッサアーキテクチャーを使用するプラットフォーム
と、Oracle Solarisまたは特定の Linuxシステムを実行する x86ファミリーのプロ
セッサアーキテクチャーを使用するプラットフォームをサポートします。

このマニュアルでは、次の用語を使用して x86プラットフォームの違いを示していま
す。

■ 「x86」は、64ビットおよび 32ビットの x86互換製品を指します。
■ 「x64」は、特定の 64ビット x86互換CPUを指します。
■ 「32ビット x86」は、x86ベースシステムで特定の 32ビット情報を指します。

Linuxシステムに固有の情報は、サポートされている Linux x86プラットフォームだ
けに関連し、Oracle Solarisシステムに固有の情報は、SPARCおよび x86システムでサ
ポートされているOracle Solarisプラットフォームだけに関連します。

サポートされるハードウェアプラットフォームとオペレーティングシステムリ
リースの完全なリストについては、Oracle Solaris Studio 12.3リリースノートを参照し
てください。

Oracle Solaris Studioマニュアル
Oracle Solaris Studioソフトウェアの完全なマニュアルは、次のように見つけることが
できます。

■ 製品のマニュアルは、リリースノート、リファレンスマニュアル、ユーザーガイ
ド、チュートリアルも含め、Oracle Solaris Studio Documentation Webサイトにあり
ます。
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■ コードアナライザ、パフォーマンスアナライザ、スレッドアナライ
ザ、dbxtool、DLight、および IDEのオンラインヘルプには、これらのツール内
の「ヘルプ」メニューだけでなく、F1キー、および多くのウィンドウやダイアロ
グボックスにある「ヘルプ」ボタンを使用してアクセスできます。

■ コマンド行ツールのマニュアルページには、ツールのコマンドオプションが説明
されています。

関連するサードパーティのWebサイトリファレンス
このマニュアルには、詳細な関連情報を提供するサードパーティのURLが記載され
ています。

注 –このマニュアルで紹介するサードパーティWebサイトが使用可能かどうかにつ
いては、Oracleは責任を負いません。このようなサイトやリソース上、またはこれ
らを経由して利用できるコンテンツ、広告、製品、またはその他の資料について
も、Oracleは保証しておらず、法的責任を負いません。また、このようなサイトや
リソースから直接あるいは経由することで利用できるコンテンツ、商品、サービス
の使用または依存が直接のあるいは関連する要因となり実際に発生した、あるいは
発生するとされる損害や損失についても、Oracleは一切の法的責任を負いません。

開発者向けのリソース
Oracle Solaris Studioを使用する開発者のための次のリソースを見つけるには、Oracle
Technical Network Webサイトにアクセスしてください。

■ リソースは頻繁に更新されます。
■ ソフトウェアの最近のリリースに関連する完全なマニュアルへのリンク
■ サポートレベルに関する情報
■ ユーザーディスカッションフォーラム。

Oracleサポートへのアクセス
Oracleのお客様は、My Oracle Supportにアクセスして電子サポートを受けることがで
きます。詳細は、http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=info、聴覚
に障害があるお客様は http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=trsを
参照してください。

はじめに
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表記上の規則
このマニュアルでは、次のような字体や記号を特別な意味を持つものとして使用し
ます。

表P–1 表記上の規則

字体または記号 意味 例

AaBbCc123 コマンド名、ファイル名、ディレク
トリ名、画面上のコンピュータ出
力、コード例を示します。

.loginファイルを編集します。

ls -aを使用してすべてのファイルを
表示します。

system%

AaBbCc123 ユーザーが入力する文字を、画面上
のコンピュータ出力と区別して示し
ます。

system% su

password:

AaBbCc123 変数を示します。実際に使用する特
定の名前または値で置き換えます。

ファイルを削除するには、rm filename
と入力します。

『』 参照する書名を示します。 『コードマネージャ・ユーザーズガイ
ド』を参照してください。

「」 参照する章、節、ボタンやメ
ニュー名、強調する単語を示しま
す。

第 5章「衝突の回避」を参照してくだ
さい。

この操作ができるの
は、「スーパーユーザー」だけです。

\ 枠で囲まれたコード例で、テキスト
がページ行幅を超える場合に、継続
を示します。

sun% grep ‘^#define \

XV_VERSION_STRING’

Oracle Solaris OSに含まれるシェルで使用する、UNIXのデフォルトのシステムプロン
プトとスーパーユーザープロンプトを次に示します。コマンド例に示されるデ
フォルトのシステムプロンプトは、Oracle Solarisのリリースによって異なります。

■ Cシェル

machine_name% command y|n [filename]
■ Cシェルのスーパーユーザー

machine_name# command y|n [filename]
■ Bashシェル、Kornシェル、および Bourneシェル

$ command y|n [filename]
■ Bashシェル、Kornシェル、および Bourneシェルのスーパーユーザー

はじめに

9



# command y|n [filename]

[ ]は省略可能な項目を示します。上記の例は、filenameは省略してもよいことを示し
ています。

|は区切り文字 (セパレータ)です。この文字で分割されている引数のうち 1つだけを
指定します。

キーボードのキー名は英文で、頭文字を大文字で示します (例: Shiftキーを押しま
す)。ただし、キーボードによっては Enterキーが Returnキーの動作をします。

ダッシュ (-)は 2つのキーを同時に押すことを示します。たとえば、Ctrl-Dは
Controlキーを押したまま Dキーを押すことを意味します。

はじめに
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Oracle Solaris Studio 12.3リリースの紹介

このリリースのOracle Solaris Studioは、この『新機能』ガイドで概説する多数の新機
能や変更された機能を提供します。このガイドは、以前のリリースで Sun Developer
Networkポータル上で公開されていたコンポーネントREADMEファイルを置き換え
るものです。

Oracle Solaris Studioとは
Oracle Solaris Studioは、Oracle Solarisおよび Linuxオペレーティング環境でアプリ
ケーションを開発するための一連のツールから構成されています。

■ 共有メモリー並列化用のOpenMP 3.1 APIをネイティブで実装した、C、C++、お
よび Fortran向けの高性能な最適化コンパイラと実行時ライブラリ (cc、CC、およ
び f95)。

■ スクリプティング可能でマルチスレッドに対応した、対話型の dbxコマンド行デ
バッガと dbxtoolデバッガGUI。

■ 高度に最適化されたマルチスレッド対応の Sun Performance Library。
■ シングルスレッドおよびマルチスレッドのアプリケーションをプロファイリング
してパフォーマンス上のボトルネックや非効率性を検出するパフォーマンスアナ
ライザと、Oracle Solaris環境でDTraceテクノロジを使用してシステムプロファイ
リングを行うDLight。

■ マルチスレッドアプリケーションで発生する前に実行時に潜在的で検出するのが
困難なデータ競合およびデッドロックの状態を識別するスレッドアナライザ

■ 静的なコードエラー、動的なメモリーアクセスエラー、およびコードカバレージ
データを一緒に分析することで、ほかのエラー検出ツールでは発見できない
コード内の重要なエラーを見つけるための新ツールである、コードアナライザ。

■ コンポーネントのコンパイラ、デバッガ、分析ツールおよびアプリケーション構
築用のコード対応エディタ、ワークフロー、プロジェクト機能で使用するように
調整された IDE

1第 1 章
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Oracle Solaris Studioのすべてのドキュメントへのリンクについては、Oracle技術
ネットワークポータル (http://www.oracle.com/technetwork/server-storage/
solarisstudio/documentation)を参照してください。

この新機能ガイドについて
このガイドは、コンパイラ、ライブラリ、パフォーマンス分析ツール、デバッグ
ツール、IDE、およびその他の関連ツールごとに異なる章に編成されています。既知
の問題、制限事項、および回避策の章では、Oracle Solaris Studio 12.3のツールに関す
る追加情報について説明します。

このリリースに関する最新情報を引き続き入手するには、Oracle Technical Networkの
Oracle Solaris Studioポータルにアクセスしてください。

この新機能ガイドについて
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コンパイラ

この章では、このリリースのOracle Solaris StudioのC、C++、および Fortranコンパイ
ラの新機能と変更された機能について説明します。

全コンパイラに共通の新機能/変更点
次に、C、C++、および Fortranコンパイラに共通する、前のリリースからの重要な
変更点を一覧します。詳細は、コンパイラのマニュアルページおよびユーザーガイ
ドを参照してください。

■ 新しい SPARC T4プラットフォームのサポート:
—xtarget=T4、—xchip=T4、—xarch=sparc4

■ 新しい x86 Sandy Bridge AVXプラットフォームのサポート:—xtarget=sandybridge
—xchip=sandybridge —xarch=avx

■ 新しい x86 Westmere AESプラットフォームのサポート:—xtarget=westmere
—xchip=westmere —xarch=aes

■ 新しいコンパイラオプション:—g3は、拡張されたデバッグシンボルテーブル情報
を追加します。

■ 新しいコンパイラオプション: —Xlinker argは、argをリンカー ld(1)に渡します。
■ OpenMPのデフォルトのスレッド数 OMP_NUM_THREADSが 2になりました (これまで

1でした)。
■ 3.1 OpenMP共有メモリー並列化仕様のサポート。
■ Sun Performance Libraryにリンクするには、—library=sunperfを使用します。これ
により、-xlic_lib=sunperfが廃止になります。

■ ユーザー提供のコンパイラオプションデフォルトのサポート。
■ レガシー SPARCアーキテクチャーV7、V8、およびV8aの —xarchサポートが削除
されました。

2第 2 章
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Cコンパイラ
次に、Cコンパイラに固有のバージョン 5.12のこのリリースにおける新機能と変更
された機能を列挙します。詳細は、『Oracle Solaris Studio 12.3: Cユーザーガイド』お
よび ccのマニュアルページを参照してください。

■ 新しいサブオプション —xbuiltin=%defaultは、errnoを設定しない関数のみをイ
ンライン化します。errnoの値はどの最適化レベルでも常に正確であり、高い信
頼度でチェックできます。

■ —xkeepframeオプションは、指定された関数のスタック関連の最適化を禁止しま
す。

■ -features=%noneと -features=%allの使用はこのリリースで非推奨となりまし
た。

■ 新しい属性 vector_sizeと returns_twiceが認識されます。
■ -xcheck=init_localが、VLA (可変長配列)をその基本型に従って初期化するよう
になりました。

■ aligned属性の機能が、大域や静的のほかに自動も含むように拡張されました。
■ -xdumpmacrosは、定義済みマクロ、解除済みマクロ、実際の使用状況といった情
報を提供します。

■ 新しいオプション —xanalyze={code|no}はソースコードの静的分析を生成しま
す。Oracle Solaris Code Analyzerを使用して表示できます。

C++コンパイラ
次に、Cコンパイラに固有のバージョン 5.12のこのリリースにおける新機能と変更
された機能を列挙します。詳細は、『Oracle Solaris Studio 12.3: C++ユーザーズガイ
ド』および CCのマニュアルページを参照してください。

■ 新規コンパイラオプション: —xivdepは ivdepプラグマの解釈を設定します。ivdep

プラグマは、最適化の目的でループ内で検出された、配列参照へのループがもた
らす依存関係の一部またはすべてを無視するようにコンパイラに指示します。こ
れによってコンパイラは、マイクロベクトル化、分散、ソフトウェアパイプライ
ンなど、それ以外の場合は不可能なさまざまなループ最適化を実行できます。こ
れは、依存関係が重要ではない、または依存関係が実際に発生しないことを
ユーザーが把握している場合に使用されます。

■ —compat=4サブオプション (「互換モード」)は削除されました。デフォルトは
—compat=5になりました。さらに、Linuxプラットフォーム上でのみ以前使用可能
だった g++ソースおよびバイナリ互換性のための -compat=gオプション
が、Solaris/x86にも拡張されました。

■ 新規オプション —features=cplusplus_redefによって、通常は事前定義されている
マクロ __cplusplusを、—Dオプションによってコマンド行で再定義できるように
なりました。__cplusplusをソースコード内の #defineディレクティブ経由で再定

Cコンパイラ
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義しようとすることは、引き続き許可されません。また、—features=%noneと
—features=%allの使用はこのリリースで非推奨となりました。

■ 新しいサブオプション —xbuiltin=%defaultは、errnoを設定しない関数のみをイ
ンライン化します。errnoの値はどの最適化レベルでも常に正確であり、高い信
頼度でチェックできます。

■ C99ヘッダー stdbool.hおよびC++の同等の cstdboolが使用できます。C++で
は、ヘッダーは効果がなく、C99との互換性のために提供されています。

■ 新しいオプション —xanalyze={code|no}はソースコードの静的分析を生成しま
す。Oracle Solaris Code Analyzerを使用して表示できます。

Fortranコンパイラ
次に、Fortranコンパイラに固有のバージョン 8.6のこのリリースにおける新機能と変
更された機能を列挙します。詳細は、『Oracle Solaris Studio 12.3: Fortranユーザーズ
ガイド』および f95のマニュアルページを参照してください。

■ 組み込み関数ルーチン LEADZ、POPCNT、および POPPARには以前、引数の型として
戻り型が指定されていました。このリリースでは Fortran 2008規格に準拠するた
めに、組み込み関数は引数型にかかわらずデフォルトで整数を返します。これに
よって、前のリリースとの軽微な非互換性が発生します。

■ 多相性に関するオブジェクト指向の Fortranの機能がサポートされるようになり
ました。
■ サポートされるOOF機能:型拡張および多相要素: CLASS文、無制限の多相
性、SELECT TYPE構文、ABSTRACT構造型、EXTENDS_TYPE_OFおよび SAME_TYPE_AS

組み込み関数、および無制限ポインタへの連続型の割り当て。
■ サポートされないOOF機能:型束縛手続き:型束縛 PROCEDURE宣
言、GENERIC、DEFERRED、NON_OVERRIDABLE、PASS、NOPASS。

■ F2003/2008のその他の新機能:
■ 拡張された構造体構成子:成分名を使用した構造体定数の構築。
■ モジュール構造型および成分への拡張された PUBLIC/PRIVATEアクセス制御。
■ Fortran 2008数学組み込み関数のサポートが増えまし
た。ERFC_SCALED、NORM2、および x86プラットフォームでの一部の REAL*16形
式を除くほとんどの Fortran 2008数学組み込み関数がサポートされるようにな
りました。

■ 成分を持たない構造型。
■ KIND 引数が ICHAR、 IACHAR、 ACHAR、 SHAPE、 UBOUND、 LBOUND、 SIZE、

MINLOC、 MAXLOC、 COUNT、 LEN、 LEN_TRIM、 INDEX、 SCAN、 および VERIFY の
組み込み関数に追加されました。

■ BACK引数が MINLOCおよび MAXLOC組み込み関数に追加されました。

Fortranコンパイラ
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■ 新しい組み込み関数 FINDLOCおよび STORAGE_SIZEが追加されました。
■ 新しいキーワード ERRMSG、SOURCE、および MOLDが ALLOCATE文に追加さ
れ、ERRMSGが DEALLOCATE文に追加されました。

OpenMP
次に、このリリースのC、C++、および Fortranコンパイラによって実装された
OpenMP共有メモリーAPIの新機能と変更された機能を列挙します。詳細
は、『Oracle Solaris Studio 12.3: OpenMP APIユーザーガイド』を参照してください。

■ このリリースでは、3.1 OpenMP API仕様が完全にサポートされています。
■ PARALLELおよび OMP_NUM_THREADS環境変数のデフォルトが 2に変更されまし
た。これは、以前のリリースでは 1でした。これは、自動並列化や明示的な
OpenMP並列化で、実行時に 2つのスレッドの利点がデフォルトで得られること
を意味します。以前はデフォルトで、これらのプログラムが 1つのスレッド内で
逐次的に実行されていました。

■ SUNW_MP_PROCBIND環境変数で、スレッドをプロセッサにバインドするための 2つ
の新しいモード COMPACTと SCATTERが使用可能です。詳細は、『Oracle Solaris
Studio 12.3: OpenMP APIユーザーガイド』を参照してください。

OpenMP
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ライブラリ

この章では、Oracle Solaris Studioのこのリリースのライブラリに関する新機能および
変更された機能について説明します。

数学ライブラリ
数学ライブラリ libcxはこのリリースで削除されました。

Sun Performance Library
このリリースの Sun Performance Libraryは、Oracle Solarisオペレーティングシステム
といくつかの Linuxオペレーティングシステム環境で使用できます。

Sun Performance Libraryは、線形代数問題や非線形問題を数値的に解くための最適化
された、かつ高速な数学サブルーチンを集めたものです。Sun Performance Libraryの
基になっているのは http://www.netlib.org/のNetlibから入手できるパブリックドメ
インサブルーチンのコレクションであり、それが拡張および最適化され、Sun
Performance Libraryとしてバンドルされています。これには次のライブラリが含まれ
ています。

■ LAPACK version 3.1.1。線形代数問題解決用です。
■ BLAS1 (基本的な線形台数サブプログラム)。ベクトルとベクトル演算実行用で
す。

■ BLAS2。行列とベクトル演算実行用です。
■ BLAS3。行列と行列演算実行用です。
■ Netlib Sparse-BLAS。スパースベクトル演算実行用です。
■ NIST Fortran Sparse BLAS version 0.5。基本的なスパース行列演算実行用です。
■ SuperLU version 3.0。方程式のスパース線形システムの解決用です。
■ 高速フーリエ変換 (FFT)ルーチン
■ ダイレクトスパースソルバールーチン
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互換性
Sun Performance Libraryの LAPACK 3.1.1ルーチンは、1.x、2.0、3.0などの以前の
バージョンの LAPACKに含まれるユーザールーチン、および LAPACK 3.1.1のすべて
のルーチンと互換性があります。ただし、LAPACK 3.1.1での内部変更のため、内部
ルーチンとの互換性は保証できません。

互換性のない可能性がある内部ルーチンは、Netlibが提供している LAPACKソース
コードの中では auxiliaryルーチンと呼ばれています。『LAPACK User's Guide』に
auxiliaryルーチンに関する情報があります。このガイドは、http://www.siam.org/に
ある SIAM (Society for Industrial and Applied Mathematics)から入手できます。

LAPACKの auxiliaryルーチンのユーザーインタフェースは、LAPACKのリリースごと
に変えることができるので、Sun Performane Libraryでも LAPACKの auxiliaryルーチン
のユーザーインタフェースを変更できます。LAPACK 3.1.1と互換性のある auxiliary
ルーチンは、通常、ユーザーによる呼び出しに使用できますが、auxiliaryルーチンに
ついてはマニュアルへの記載、テスト、およびサポートが特にされていませ
ん。LAPACKの auxiliaryルーチンのユーザーインタフェースは、Sun Performance
Libraryの将来のリリースで変更される可能性があることに注意してください。その
ため、ユーザーインタフェースは、該当バージョンの Sun Performance Libraryでサ
ポートされる LAPACKのバージョンに対応します。

ドキュメント
次に示す Sun Performance Library関連文書が提供されています。
■ マニュアルページ (セクション 3P) (英語版のみ) -ライブラリに含まれている各関
数やサブルーチンに関する説明

■ 『Oracle Solaris Studio Sun Performance Library User's Guide』では、Sun Performance
Libraryルーチンの使用方法、FortranとCのインタフェース、最適化と並列化の
オプション、SPSOLVEおよび SuperLU疎ソルバーパッケージ、および FFTルーチ
ンについて、説明するとともに例を示します。

その他の情報については、『LAPACK User's Guide』 (第 3版、Anderson, E.ほか
著、SIAM、1999)を参照してください。SIAM (Society for Industrial and Applied
Mathematics)または書店で入手できます。『LAPACK User's Guide』は、Netlibで提供
している LAPACK 3.1.1基本ルーチンに関する公式の解説書です。LAPACK 3.1.1
ルーチンについて、数学的に説明しています。

このリリースの新機能および変更された機能
■ 新しい Intelおよび SPARCプラットフォーム上での BLASパフォーマンスを改善し
ました。

Sun Performance Library
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コード分析ツール

この章では、このOracle Solaris Studioリリースでのコード分析ツールの新機能と変更
された機能について説明します。

Discover
このリリースでDiscoverメモリー分析ツールに追加された機能を、次に示します。

■ 新しいオプション -aは、コードアナライザが使用するエラーデータ
を、binary_name.analyze/dynamicディレクトリに書き込みます。

■ 新しいオプション -Fは、Discoverで計測したバイナリの実行中にそのバイナリが
フォークした場合の動作を決定します。デフォルトでは、Discoverは親プロセス
からメモリーアクセスエラーのデータを収集し続けます。Discoverにフォークを
追跡させ、子プロセスからメモリーアクセスデータを収集させるには、discover

コマンドを使用してバイナリを計測する際に、-F childと指定します。
■ 新しいオプション -bは、指定されたブラウザを、計測対象バイナリの実行中に自
動的に起動します。

■ 新しいオプション -cは、すべてのライブラリ内、指定されたライブラリ内、また
は指定されたファイル内の一連のライブラリ内でエラーをチェックするよう
に、Discoverに指示できるようにします。

■ 新しいオプション -nは、実行可能ファイル内でエラーをチェックしないよ
う、Discoverに指示します。

詳細は、discover(1)のマニュアルページと『Oracle Solaris Studio 12.3 Discoverおよび
Uncoverユーザーズガイド』を参照してください。
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Uncover
このリリースでUncoverコードカバレージツールに追加された機能を、次に示しま
す。

■ 新しいオプション -aは、コードアナライザが使用するエラーデータ
を、binary_name.analyze/coverageディレクトリに書き込みます。

■ 新しいオプション -cは、命令、ブロック、および関数の実行カウントの報告をオ
ンにします。

■ 新しいオプション -oは、指定されたファイルに計測対象バイナリファイルを書き
込みます。

詳細は、uncover(1)のマニュアルページと『Oracle Solaris Studio 12.3 Discoverおよび
Uncoverユーザーズガイド』を参照してください。

コードアナライザ
新しいツールであるコードアナライザを使用すれば、3種類の分析を組み合わせるこ
とができるため、セキュリティー保護された堅牢で高品質なCおよびC++アプリ
ケーションを作成しやすくなります。コードアナライザは 3種類のデータを表示し
ます。

■ -xanalyze=codeオプションを指定してバイナリをビルドした場合に収集され
る、静的なコードの問題

■ Oracle Solaris Studioのメモリーエラー発見ツールであるDiscoverを使ってバイナ
リを計測および実行する場合に検出される、動的メモリーアクセスの問題

■ Oracle Solaris StudioのコードカバレージツールであるUncoverを使ってバイナリを
計測および実行する場合に検出される、コードカバレージの問題

コードアナライザには、ソースファイル内で各問題が検出された場所のコードスニ
ペット (該当ソース行が強調表示)、静的問題のエラーパス、および動的問題の「呼
び出しスタック」 (および使用可能な場合は「スタックに割り当て」と「スタックで
解放」)などの分析結果が表示されます。

エラーパス内またはスタック内のある関数呼び出しから関連するソースコード行に
ジャンプし、その関数のプログラム内でのすべての使用箇所を検索し、関数の宣言
にジャンプし、関数のコールグラフを表示できます。

コードアナライザは、コード内の中核となる問題、つまり修正すればほかの問題も
解消される可能性の高い問題を、正確に特定します。

詳細は、コードアナライザGUIのオンラインヘルプ、『Oracle Solaris Studio 12.3
コードアナライザユーザーズガイド』、Oracle Solaris Studio 12.3コードアナライザ
チュートリアル、および code-analyzer(1)のマニュアルページを参照してください。

Uncover
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パフォーマンス解析ツール

この章では、Oracle Solaris Studioのこのリリースのパフォーマンス解析ツールに関す
る新機能および変更された機能について説明します。

パフォーマンスアナライザ
この節では、このリリースのOracle Solaris Studioパフォーマンスアナライザと関連
ツールの、新機能と変更された機能について説明します。詳細は、『Oracle Solaris
Studio 12.3:パフォーマンスアナライザ』マニュアルと、パフォーマンスアナライザ
内の「ヘルプ」を参照してください。

パフォーマンスアナライザツールの変更
パフォーマンスアナライザツールの機能は次のように拡張されています。

■ 大きな実験 (特に Java実験)を処理する際のパフォーマンスが、大幅に改善されて
います。

■ データフィルタリングに多数の改善が施されましたが、これについては23
ページの「フィルタリングの拡張」で説明します。

■ 大部分のデータタブに、タブ内で右クリックして開くコンテキストメニューが含
まれるようになりました。これらのコンテキストメニューを使用すれば、フィル
タリングのような、タブに固有の高度な機能を表示できます。

■ 実験の比較モードで、異なる実行可能ファイルやロードオブジェクトの実験の比
較がサポートされるようになりました。比較用のソースと逆アセンブリが、2つ
のバージョンの分割区画内に表示されるようになりました。実験の比較モードの
有効化は、「関数」および「ソース」タブのコンテキストメニューから行えま
す。

■ タブ内でのすばやいナビゲーションの改善により、次のことが可能となりまし
た。
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■ 「関数」タブ内である関数をダブルクリックすると、その関数の「ソース」タ
ブが開かれます。

■ 「行」タブ内である行をダブルクリックすると、その行かその行の近く
で「ソース」タブが開かれます。

■ 「ソース」タブ内である行をダブルクリックすると、その行の最初の命令かそ
の近くで「逆アセンブリ」タブが開かれます。

■ 「PC」タブ内である PCをダブルクリックすると、そのアドレスかそのアドレ
スの近くで「逆アセンブリ」タブが開かれます。

■ 実験で参照されているソースファイルの検索に使用される方法が、変更されまし
た。まずパスマップが試みられ、次に検索パスとパスマップを組み合わせたもの
が試みられ、その後、オリジナルのフルパスが試みられます。

■ タイムラインに多数の改善が施されましたが、これについては22ページの「タ
イムラインの拡張」で説明します。

■ 「呼び出しツリー」タブではHWサイクルがユーザーCPU時間に変換されるた
め、呼び出しツリーに表示されるメトリックをコンテキストメニューから設定で
きます。

■ 「スレッド」タブに、チャートと呼ばれる新しい表示モードが追加されまし
た。クロックプロファイリングデータを含む実験でチャートを有効にすると、デ
フォルトの「ロードインバランス」チャートに、各スレッドに属するCPU時間の
合計量が表示されます。

タイムラインの拡張
パフォーマンスアナライザの「タイムライン」タブに施された拡張を、次に示しま
す。

■ タイムラインを右クリックすると、データをフィルタリングしたり、イベントを
選択したり、ズームイン/アウトを行ったり、前のビューに戻したり、タイムライ
ンプロパティーを変更したりするためのコンテキストメニューが開きます。

■ イベントの頻度を時間の関数として表示する折れ線チャートである、イベント頻
度チャート。このチャートはデフォルトでは表示されず、「データ表示方法の設
定」ダイアログボックスで選択する必要があります。

■ さまざまな状態で費やされたアプリケーション時間の分布を時間の関数として表
示する棒チャートである、イベント状態チャート。Oracle Solarisに記録されたク
ロックプロファイリングデータの場合は、イベント状態チャートにOracle Solaris
のマイクロステートが表示されます。このチャートはデフォルトでは表示され
ず、「データ表示方法の設定」ダイアログボックスで選択する必要があります。

■ タイムラインでダブルクリックすると、関数カラーチューザダイアログが開かれ
る代わりに、ズームインするようになりました。

パフォーマンスアナライザ
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■ 「イベント」タブが新しい「タイムラインの詳細」タブで置き換えられていま
す。この新しいタブは、以前と同じくイベント情報を提供するほか、タイムライ
ンのナビゲーション、ズーム、および関数カラーの変更を行うためのボタンも含
んでいます。

■ タイムラインでは、パフォーマンスアナライザの起動時にユーザーが指定した
フォントが使用されるようになりました。

■ 各実験から集約されたイベントを表示するように、タイムラインを設定すること
が可能です。これはデフォルトの設定ではなく、「データ表示方法の設定」ダイ
アログボックスの「タイムライン」タブで「データをグループ化:実験」を選択
することによって設定する必要があります。

フィルタリングの拡張
パフォーマンスアナライザのデータフィルタリングが単純化され、拡張されまし
た。

■ 大部分のデータタブに、タブ内で右クリックして選択するコンテキストフィルタ
が含まれるようになりました。また、新規および既存のコンテキストフィルタの
名前も理解しやすくなりました。

■ コンテキストフィルタによってデータのフィルタリングが即時に行われるように
なり、フィルタリングの適用をユーザーが別のダイアログボックスで行う必要は
なくなりました。コンテキストメニューフィルタの選択は、すべてのタブで使用
されるデータに影響を与えます。フィルタを選択するたびに、そのフィルタと既
存のすべてのフィルタとの論理積が計算されるので、データのフィルタリングを
段階的に行えます。

■ 「データをフィルタ」ダイアログボックスが単純化され、その名前が「データ
フィルタの管理」に変更されました。ただし、データタブのコンテキストメ
ニューからのフィルタリングが、データをフィルタリングするための推奨の方法
です。

「データフィルタの管理」ダイアログボックスの「カスタム」タブを使用する
と、コンテキストメニューから適用されたフィルタの現在の状態を表示できま
す。「カスタム」タブは、現在のフィルタ式のユーザー編集を可能にします。ま
たこれは、取り消し、再実行、およびコンテキストメニューフィルタから生成さ
れたフィルタリング式に含めることのできるシンボルを記述したダイアログ
ボックスである「キーワードの表示」もサポートします。

■ 新しいコマンド er_labelで追加されたラベルを使って実験をフィルタリングでき
ます。

■ オンラインヘルプに含まれるフィルタリングに関する情報が、拡張されていま
す。

詳細は、『Oracle Solaris Studio 12.3:パフォーマンスアナライザ』の「データのフィル
タリング」を参照してください。

パフォーマンスアナライザ

第 5章 • パフォーマンス解析ツール 23

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E27069&id=OSSPAafahk
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E27069&id=OSSPAafahk


新しいコマンド er_label
er_labelコマンドを使用すると、実験の部分を定義し、それに名前つまりラベルを
割り当てることができます。ラベルは、ユーザーが開始時刻と停止時刻の
マーカーを使って定義した実験内の 1つ以上の期間中に発生したプロファイリング
イベントを取得します。

実験にラベルを割り当てるには、er_labelコマンドをコマンド行で実行するか、ま
たはそれをスクリプト内で実行します。実験へのラベルの追加が完了すると、それ
らのラベルを使用してフィルタリングを行えます。たとえば、実験をフィルタリン
グすることで、ラベルで定義される期間のプロファイリングイベントを含めたり除
外したりできます。

er_labelの使用方法の 1つは、クライアントによって独立した 1つ以上のプロセスと
して駆動されるサーバープログラムのプロファイリングをサポートすることで
す。この使用モデルの場合、サーバーでの実験の作成を開始するため、collectコマ
ンドを使ってサーバーを起動します。サーバーが起動され、クライアントの要求を
受け入れる準備が整ったら、要求を発行してサーバーを駆動するととも
に、er_labelを実行してクライアント要求が発生する実験の部分にラベルを付ける
ようなクライアントスクリプトを実行できます。

詳細は、『Oracle Solaris Studio 12.3:パフォーマンスアナライザ』の「実験へのラベル
付け」を参照してください。

実験の変更点
実験の形式が変更され、そのバージョン番号が 12.3になりましたが、この番号
は、Oracle Solaris Studioのバージョン番号に一致します。

Oracle Solaris Studio 12.3のツールは、次のバージョン番号の実験を開くことができま
す。

■ バージョン 10.1。Oracle Solaris Studio 12.2または Sun Studio 12 update 1で作成され
た実験。

■ バージョン 10.2。Betaリリースなど、Oracle Solaris Studio 12.3の早期リリースで作
成された実験。

■ バージョン 12.3。Oracle Solaris Studio 12.3のリリース版で作成された実験。

以前のリリースから作成された実験を開こうとすると、以前のバージョンのツール
でその実験を読み取る必要があることを示すエラーが表示されます。

データ収集の変更点
データ収集の変更は、collectコマンド、dbx collectorコマンド、および er_kernel

コマンドに影響を与えます。

パフォーマンスアナライザ
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collectユーティリティー
collectユーティリティーは、このリリースで次のように変更されています。

■ collectはターゲットプログラムが ELF実行可能ファイルであることを確認しな
いので、ユーザーは、環境変数を設定しなくてもスクリプトのプロファイリング
を行えます。ターゲットが ELF実行可能ファイルである場合、collectはその
ターゲットが実行先マシンと互換性があるかチェックします。

■ SPARC T4チップ、および IntelのWestmereチップと Sandy Bridgeチップに対する
ハードウェアカウンタサポートが、Oracle Solarisで追加されました。Linuxの
Westmereサポートは追加済みですが、Linuxの Sandy Bridgeサポートはまだ実装
されていません。

■ ハードウェアカウンタのプロファイリングで、任意の高精度ハードウェアカウン
タの先頭に「+」を付けることで、任意のバイナリのメモリー領域プロファイリ
ングを実行できるようになりました。高精度のハードウェアカウンタをサポート
するプロセッサは、現時点では SPARC T4とT3だけです。

どのハードウェアカウンタが高精度であるかを確認するには、collect -hコマン
ドの出力内でキーワード preciseを探します。メモリー領域プロファイリング
データを含む実験でメモリーアクセスパターンを分析するには、「データ表示方
法の設定」ダイアログボックスの「タブ」タブで、VaddressやVline_64bなどの
メモリーオブジェクトタブを選択します。すると、選択したメモリーオブジェク
トタブからコンテキストフィルタを使用して、データアドレスによるフィルタリ
ングを行えるようになります。

■ 2.6.32より大きいバージョンを持つ Linuxカーネルを実行する Linuxバージョンで
のハードウェアカウンタサポートは PerfEventsフレームワークで実装されている
ため、カーネルパッチは不要ですが、以前のシステムでは、perfctrパッチが引
き続き必要となります。

■ collectを引数なしで実行したときに、使用方法のメッセージのみが表示される
ようになりました。使用可能なハードウェアカウンタに関する情報を表示するに
は、collect —hを、ほかの引数を一切指定しないで実行する必要があります。

■ collect -p high を使って実行される高精度のクロックプロファイリング
が、Oracle Linux 6など、それをサポートする Linuxシステム上で使用できるよう
になりました。

パフォーマンスアナライザ
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dbx collector
dbx collectorは、このリリースで次のように変更されています。
■ SPARC T4、Westmere、および Sandy Bridgeチップに対するハードウェアカウンタ
サポートが、Oracle Solarisで追加されました。LinuxのWestmereサポートは追加
済みですが、Linuxの Sandy Bridgeサポートはまだ実装されていません。

■ 2.6.32より大きいバージョンを持つ Linuxカーネルを実行する Linuxバージョンで
のハードウェアカウンタサポートは PerfEventsフレームワークで実装されている
ため、カーネルパッチは不要ですが、以前のシステムでは、perfctrパッチが引
き続き必要となります。

er_kernelユーティリティー
Oracle Solarisカーネルのプロファイリングを行うための er_kernelユーティリ
ティーは、次のように変更されています。

■ er_kernelで、カーネルとアプリケーションのプロファイリングを実行できるよ
うになりました。-Fオプションを使用すれば、アプリケーションのプロセスを追
跡し、そのデータをカーネルの実験のサブ実験として記録するかどうかを制御で
きます。

■ er_kernelでは、特定のプロセスをプロファイリングするための -Tオプションが
サポートされなくなりました。代わりに、-Fオプションと正規表現を使用できま
す。

■ er_kernelユーティリティーは、DTraceの cpcプロバイダを使ってカーネルの
ハードウェアカウンタオーバーフロープロファイルを収集できますが、このプロ
バイダは、Oracle Solaris 11を実行しているシステム上でのみ使用できま
す。カーネルのハードウェアカウンタオーバーフロープロファイリングを実行す
るには、collectコマンドの場合と同様に、-hオプションを er_kernelコマンドで
使用します。ただし、er_kernelではデータ領域プロファイリングはサポートさ
れていないため、データ領域要求は無視されます。

■ er_kernelを引数なしで実行したときに、使用方法のメッセージのみが表示され
るようになりました。使用可能なハードウェアカウンタに関する情報を表示する
には、er_kernel —hを、ほかの引数を一切指定しないで実行する必要がありま
す。

■ チップ上のハードウェアカウンタオーバーフローのメカニズムにより、どのカウ
ンタがオーバーフローしたかをカーネルが知ることができる場合には、チップが
提供するすべてのカウンタのプロファイリングを行えますが、それ以外の場
合、指定できるカウンタは 1つだけです。er_kernel —hの出力には、複数のカウ
ンタを使用できるかどうかを示すために、「最大 4つのHWカウンタを使用する
HWカウンタプロファイリングを指定できます」といったメッセージが表示され
ます。

■ er_kernelはターゲット負荷が ELF実行可能ファイルであることを確認しないの
で、ユーザーは任意のコマンドやスクリプトのプロファイリングを行えます。

パフォーマンスアナライザ
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er_printコマンド
er_printコマンドはこのリリースでは次のように変更されています。

■ 大きな実験 (特に Java実験)を処理する際のパフォーマンスが、大幅に改善されて
います。

■ 実験で参照されているソースファイルの検索に使用される方法が、変更されまし
た。まずパスマップが試みられ、次に検索パスとパスマップを組み合わせたもの
が試みられ、その後、オリジナルのフルパスが試みられます。

■ tlmodeサブコマンドを使用すれば、各実験から集約されたイベントがタイムライ
ンに表示されるようにするためのデフォルトを設定できます。

スレッドアナライザ
Oracle Solaris Studio 12.3のスレッドアナライザで追加または変更された機能を、次に
示します。

■ アプリケーションが競合検出プロファイリング用に計測されていない場合に、ス
レッドアナライザからユーザーにその旨が通知されるようになりました。

■ スレッドアナライザの「競合」タブで、最初の呼び出しスタックが自動的に開か
れるようになりました。

DLight
DLightは、Oracle Solaris Dynamic Tracing (DTrace)テクノロジを使用した対話型グラ
フィカル可観測性ツールです。DLightは、複数のDTraceスクリプトを同期された方
法で実行しつつ、その出力をグラフィカル表示することで、ユーザーがアプリ
ケーションの実行時の問題を追跡してその根本原因を特定するのを支援します。

Oracle Solaris Studio 12.3のDLightで追加または変更された機能を、次に示します。

■ 新しいプロセスツリーターゲットを使用すると、あるプロセスとそのプロセスに
よって作成されたすべてのプロセスのプロファイリングが可能となりますが、次
がグラフィカル表示されます。
■ DLightがプロセスツリーターゲットでプロファイリングしたすべてのプロセ
スのすべてのスレッドのマイクロステートを集約したもの。

■ ターゲットプロセスとその子プロセスのスレッドごとのマイクロステートの移
り変わり (タイムライン形式)。

■ プロセスとその子のロック統計。
■ 実行先となるすべてのCPUにわたってプロファイリングされているすべての
ターゲットプロセス内のすべてのスレッドのCPU使用時間を集約したもの。

DLight

第 5章 • パフォーマンス解析ツール 27



■ プログラムのプロセスツリー内のCPUインテンシブな領域 (プログラム内の関
数、および各関数とそこから呼び出されるすべての関数で使用されるCPU時
間を表示)。

■ 実行中の単一プロセスのプロファイリングに使用される接続ターゲットの名前
が、プロセスターゲットに変更されました。

■ AMPターゲットが削除されました。

詳細は、DLight内のヘルプとOracle Solaris Studio 12.3: DLightチュートリアルを参照し
てください。

DLight
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デバッグツール

Oracle Solaris Studioのこのリリースのデバッグツールに関する新機能です。

dbx

新機能および変更された機能
Oracle Solaris Studio 12.3 dbxで追加または変更された機能は次のとおりです。

■ dbxがマクロ展開を含むようになりました。詳細は、『Oracle Solaris Studio 12.3:
dbxコマンドによるデバッグ』の付録C「マクロ」を参照するか、dbxの実行時に
(dbx)プロンプトで help macrosと入力してください。

■ オブジェクト指向の Fortranサポート:
■ dbxで型拡張と多相ポインタがサポートされるようになりました。これ
は、C++サポートと一致しています。

■ output_dynamic_typeおよび output_inherited_members dbx環境変数が Fortran
でも動作するようになりました。

■ printおよび whatisコマンドで -r、+r、-d、および +dオプションを使用する
と、継承される (親)型および動的型に関する情報を取得できます。

■ dbxが、Fortranの割り当て可能配列型のほかに割り当て可能スカラー型もサ
ポートするようになりました。

6第 6 章
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Oracle Solaris Studio IDE

Oracle Solaris Studio 12.3 IDE (Integrated Development Environment)は、C、C++、また
は Fortranアプリケーションの作成、編集、構築、デバッグ、およびパフォーマンス
分析を行うためのモジュールを提供します。この章では、Oracle Solaris Studioのこの
リリース IDEについての重要な情報について説明します。

IDEを起動するコマンドは solstudioです。このコマンドについての詳細
は、solstudio(1)のマニュアルページを参照してください。

IDEの完全なドキュメントについては、IDE内のオンラインヘルプとOracle Solaris
Studio 12.3 IDEクイックスタートチュートリアルを参照してください。

新機能および変更された機能
Oracle Solaris Studio 12.3 IDEで追加または変更された機能は次のとおりです。

■ NetBeans IDE 7.0.1が基になっています。
■ 新しいプロジェクトタイプ「バイナリファイルからのC/C++プロジェクト」を使
用すれば、既存のバイナリからプロジェクトを作成するために、バイナリファイ
ル、その構築元となるソースファイルの場所、プロジェクトに含めるファイ
ル、および依存関係をプロジェクトに含めるかどうか、を指定できます。

■ リモートホストのファイルシステム上のファイルを参照したり編集したりするな
ど、ローカルホストで定義されたリモートホスト上のプロジェクトを操作できる
ようになりました。

■ リモートホストの端末ウィンドウを開くことができます。
■ 新機能のテンプレート特殊化は、汎用テンプレートとテンプレート特殊化との間
のナビゲーションを単純化します。このナビゲーションを使用するには、ソース
エディタの余白にある注釈アイコンを右クリックするか、あるいはCtrl+Alt
キーを押してテンプレートクラスまたはテンプレートメソッドを右クリックしま
す。

7第 7 章
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■ Oracle Databaseアプリケーション用のプロジェクトを作成できます。これを実行
するには、使用中のOracle Solaris Studioインストールに、省略可能なOracle
Instant Clientコンポーネントが含まれている必要があります。ProCサポートが
IDEに含まれるようになりました。

■ ソースエディタは、ユーザーの入力中にプロジェクトに対して静的なコードエ
ラーチェックを行い、エラーが検出されると左余白にエラーアイコンを表示しま
す。

■ プロジェクトに対してメモリーアクセスエラーチェックを実行できます。
■ 新しいプロジェクトプロパティー「コマンドを実行」を使用すれば、プロジェク
ト実行時にプロジェクトのコマンド行に提供するコマンドと引数を指定できま
す。実行コマンドとしては、シェルスクリプトを指定できますが、ライブラリプ
ロジェクトの場合はバイナリを指定できます。

■ gccツールコレクションを使ってコンパイルされたコードで gdbデバッガを使用す
るオプションが追加されました。dbxデバッガがデフォルトです。

■ 新機能のデスクトップ配布を使用すれば、ほとんどすべてのオペレーティングシ
ステム上で動作し、リモートサーバー上のOracle Solaris Studioのコンパイラや
ツールを使用する IDEとコードアナライザの配布を含む ZIPファイルを生成でき
ます。デスクトップシステムで IDEを実行すると、IDEは、配布の生成元と
なったサーバーをリモートホストとして認識し、Oracle Solaris Studioインス
トール内のツールコレクションにアクセスします。

詳細は、IDE内のオンラインヘルプとOracle Solaris Studio 12.3 IDEクイックスタート
チュートリアルを参照してください。

ソフトウェア要件
Oracle Solaris Studio IDEには、Java SE Development Kit (JDK) 6 Update 24以降が必要で
す。IDEは、必要な JDKが見つからない場合は、起動せず、エラーメッセージを表
示します。

IDEの更新
Oracle Solaris Studio 12.3の IDE、dbxtool、DLight可観測性ツール、およびコードアナ
ライザに対するアップデートはすべて、IDEでデフォルトで無効になっている
NetBeansオートアップデート機能経由で配布されるのではなく、Oracle Solaris Studio
製品パッチとして配布されます。

次の場合には、そのような製品パッチのインストール時にこれらのツールで競合が
発生する可能性があります。

■ ツール内でオートアップデート機能が有効化されており、かつ自動的なアップ
デートが発生した場合。

ソフトウェア要件
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■ NetBeansアップデートセンターからプラグインをインストールした場合。

競合を解決する方法:

■ Solaris 10上でパッケージインストーラを使用して、または Solaris 11上で IPSリポ
ジトリから、Oracle Solaris Studioツールをインストールした場
合、ide-12.3-OS-architecture (IDEまたはDLight
用)、dbxtool-12.3–OS-architecture、または code-analyzer–12.3–OS-architecture
を、 ~/.solstudioのOracle Solaris Studioユーザーディレクトリから削除します。

■ ダウンロード tarファイルを使用してOracle Solaris Studioツールをインストールし
た場合は、その tarファイルを再インストールします。

構成
NetBeans IDE 7.0.1のデフォルトのヒープサイズは、システムで使用可能なメモ
リーの量との関係で自動的に決定されます。最大 500個のソースおよび
ヘッダーファイルを含む小規模プロジェクトを開発する場合、Oracle Solaris Studio
12.3 IDEは一般にデフォルト設定で正常に動作します。

より規模の大きいプロジェクトを開発する場合は、ヒープサイズを増加する必要が
あります。大規模なプロジェクトの開発時にOutOfMemory例外が発生した場合
は、ヒープサイズが原因であることがあります。

NetBeans IDEの実行元となる Java Virtual Machine (JVM)*のヒープサイズ
は、netbeans.confファイルで設定できます。

ヒープサイズを変更するには、次の手順に従います。

■ /Oracle_Solaris_Studio_installation_directory /lib/netbeans/etc/netbeans.conf
ファイルで、—J-Xmxコマンド行 Java起動スイッチを netbeans.confファイルに追
加したあと、IDEを再起動します。
例:

netbeans_default_options=”-J-Xms32m -J-Xmx128m —J-XX:PermSize=32m

—J-XX:MaxPermSize=96m —J-Xverify:none —J-Dapple.laf.useScreenMenuBar=true”

NetBeans C/C++ Pluginでの中規模および大規模のアプリケーションの推奨ヒープサ
イズを次に示します。

■ 1Gバイト以上のRAMのシステム上での中規模アプリケーション開発 (500~2000
ソースおよびヘッダーファイル) : 512Mバイト

■ 2Gバイト以上のRAMが搭載されたシステム上で、大規模アプリケーション (2000
個を超えるソースおよびヘッダーファイル)を開発する場合:1Gバイト

Oracle JVMを実行している場合は、ガベージコレクタスイッチ
-J-XX:+UseConcMarkSweepGC (並行コレクタ)と -J-XX:+UseParNewGC (パラレルコレクタ)

構成
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を netbeans.confファイルに追加することもできます。これらのオプションに
よって、ガベージコレクタを主実行エンジンと並行して実行できます。これら
は、Oracle実装以外の JVMではサポートされていない可能性があります。

NetBeansのパフォーマンスチューニングの詳細については、Tuning JVM Switches for
Performanceを参照してください。

注:「Java仮想マシン」および「JVM」という用語は、Java(TM)プラットフォーム用
の仮想マシンを意味します。

構成
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その他のツール

Oracle Solaris Studioのこのリリースの dmakeおよびソフトウェアインストーラに関す
る新機能です。

dmake
dmakeはコマンド行ツールであり、make(1)と互換性があります。dmakeは、グ
リッド、分散、並列、または逐次モードでターゲットを構築できます。標準的な
make(1)ユーティリティーを使用している場合は、dmakeへの切り替えに伴ってメイ
クファイルに変更を加える必要があるとしても、変更はわずかです。dmakeは、make

ユーティリティーの超集合です。makeを入れ子にするときは、最上位makefileが
makeを呼び出す場合に $(MAKE)を使用する必要があります。dmakeはメイクファイル
を解析し、並行して構築可能なターゲットを特定し、設定された多数のホストにそ
れらのターゲットの構築作業を分散します。

dmakeはOracle Solaris Studio IDEに統合されています。デフォルトでは、すべてのプ
ロジェクトは dmakeを使用して構築されており、並列モードで実行します。「プロ
ジェクト」プロパティーでは、構築ジョブの最大数を指定できます。デフォルトで
は、dmakeは 2個のジョブを並列実行しますが、これは、マルチCPUシステム上で多
数のプロジェクトの構築速度が 2倍になることを意味します。

dmakeの使用方法については、『Oracle Solaris Studio 12.3:分散メイク (dmake)』マ
ニュアルを参照してください。

このリリースの dmakeユーティリティーに追加された機能を、次に示します。

dmakeが、構築サーバー上でコマンドをリモート実行する際に、rshに加えて sshを
使用できるようになりました。sshを使用する場合は、sshコマンドへのリモートパ
スを .dmakercファイルに指定する必要があります。

リモートシェルのパスは .dmakercファイルに指定できます。

例:
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host earth { jobs = 3 }

host mars { jobs = 5 , rsh = "/bin/ssh" }

rsh =が指定されない場合、dmakeはデフォルトで /bin/rshを使用します。

rshと同様に、sshがパスワードを必要とせずにリモートホストにログインでき、警
告またはエラーを出さないようにする必要があります。

このリリースでのソフトウェアの修正事項
■ 修正されたバグ:dmakeは、エスケープされていない :'を .make.stateに書き込
み、自身を破壊します。

■ 修正されたバグ:マニュアルページの更新:新しいオプション -m grid(SGEサ
ポート)。

■ 修正されたバグ:dmakeのマニュアルページの「機能説明」セクションで、「分
散」モードが抜けています。

■ 修正されたバグ:dmakeでコマンド行オプション -x SUN_MAKE_COMPAT_MODE=GNUが無
視されます。

Oracle Solaris Studioインストーラ
インストーラの新機能および変更された機能は次のとおりです。

■ 非GUIインストーラで、インストールするコンポーネントを指定できるようにな
りました。

■ 新しいインストーラオプション -generate-desktop-dirを使用すると、ほとんど
すべてのオペレーティングシステムを持つデスクトップシステム向けに構成され
た IDEの配布を含む ZIPファイルを生成できます。Oracle Solaris Studioソフト
ウェアのインストールが完了したら、このファイルをデスクトップシステム上で
解凍できます。デスクトップシステムで IDEを実行すると、IDEは、配布の生成
元となったサーバーをリモートホストとして認識し、Oracle Solaris Studioインス
トール内のツールコレクションにアクセスします。

■ 新しいインストーラオプション -nfs-serverではインストーラがNFS
サーバーモードで実行されますが、この場合、サーバー上に必要なOSパッチが
存在しているかのチェックは行われず、Oracle Solaris Studioソフトウェアとマ
ニュアルページへのシンボリックリンクは /usr/binおよび /usr/share/manディレ
クトリにインストールされません。

■ 新しいインストーラオプション -ignore-architectureを使用すれば、SPARC
ベースプラットフォーム用のOracle Solaris Studioコンポーネントを x86ベースプ
ラットフォームにインストールしたり、x86ベースプラットフォーム用のコン
ポーネントを SPARCベースプラットフォームにインストールしたりできます。

Oracle Solaris Studioインストーラ
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■ 新しいアンインストーラオプション -force-uninstallを使用すれば、NBIレジス
トリが破壊された場合に、Oracle Solaris Studioパッケージとインストールディレ
クトリを強制的に削除できます。

Oracle Solaris Studioインストーラ
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このリリースでの既知の問題、制限事
項、および回避策

ここでは、このリリースの時点で確認されている問題およびそれらの問題の回避方
法についての情報を説明します。その後明らかになった問題はすべて、Oracle Solaris
Studio 12.3リリースノートに記載されています。

コンパイラ
ここでは、このリリースでのコンパイラに関する既知の問題および回避策について
説明します。

コンパイラに共通する問題

ドキュメントの誤り
発行済みコンパイラドキュメントに含まれる誤りを、次に列挙します。

■ cc(1)、CC(1)、および f95(1)のマニュアルページに、3dnowなどのAMD命令
セットを SSE3命令セットに追加する —xarch=sse3aフラグを記載し忘れていま
す。

■ CとC++のドキュメントで、—xMFオプションと併用できるのは —xMDまたは —xMMD

だけであり、—xMや —xM1は併用できない点を指摘し忘れてします。これを指定す
ると、これらのオプションで使用されているデフォルトの .dファイルの名前が上
書きされます。
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C++

Solaris上のApache標準ライブラリの問題
Solaris 10u10以前、および初期リリースの Solaris 11にインストールされたApache
stdcxxライブラリでは、ヘッダー stdcxx4/loc/_moneypunct.hで構文エラーが発生し
ます。このエラーは、以前のコンパイラでは見られなかったものですが、Oracle
Solaris Studio 12.3 C++コンパイラでは検出されます。このエラー検出を無効にする方
法はありません。

このバグの修正は、Solaris 10のパッチ、および最初の Solaris 11 SRUとして入手でき
ます。修正が使用可能になった時点で、その修正は Solaris 10u11と Solaris 11u1に含
められます。

あいまいさ:コンストラクタ呼び出しまたは関数へのポインタ
C++では、あるときは宣言と解釈されたり、またあるときは式と解釈される可能性
がある文があります。C++のあいまい排除規則では、ある文を宣言文とみなすこと
ができる場合は、その文は宣言文とすることになっています。

従来のバージョンのコンパイラでは、次のような事例を誤って解釈していました。

struct S {

S();

};

struct T {

T( const S& );

};

T v( S() ); // ???

このプログラマはおそらく、最後の行で S型の一時的な値で初期化される変数 vを定
義するつもりでした。従来のバージョンのコンパイラは、この文をそのように解釈
していました。

しかし、宣言コンテキスト内のコンストラクト、"S()"は、"S型の値を戻すパラ
メータのない関数"を意味する抽象宣言子 (識別子のない抽象宣言子)とみなすことも
できます。この事例では、関数ポインタ、"S(*)()"に自動的に変換されていま
す。この文はまた、戻り値が T型で、パラメータが関数ポインタ型の関数 vの宣言と
しても有効です。

現在ではコンパイラが正しい解釈をするようになったので、このプログラマが意図
したようにならない可能性があります。

あいまいにならないようにコードを修正するには、次の 2通りの方法があります。

T v1( (S()) ); // v1 is an initialized object

T v2( S(*)() ); // v2 is a function

1行目の 1対の余分な括弧は、v1の構文が関数宣言としては不正であるので、"S型の
一時的な値で初期化される T型のオブジェクト"という意味にしか解釈できません。

コンパイラ
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同様に、コンストラクト "S(*)()"は値とは考えられないので、関数宣言の意味にし
か解釈できません。

1行目は次のように記述することもできます。

T v1 = S();

意味は完全に明確になりますが、この初期設定の形式では、通常はそうでもないと
はいえ、一時的な値として非常に大きな値が生成されることがあります。

次のようにコーディングするのはお勧めできません。その理由は、意味が不明確
で、コンパイラが異なると結果が異なる可能性があるからです。

T v( S() ); // 推奨しない

-instances=staticで -xipoまたは -xcrossfileがあると、リンクに失
敗する
テンプレートオプションの -instances=static (または -pto)を -xcrossfileや -xipo

オプションと組み合わせると、機能しません。この組み合わせを使用したプログラ
ムは、リンクに失敗することがよくあります。

-xcrossfileまたは -xipoオプションを使用する場合は、デフォルトのテンプレート
コンパイルモデルの -instances=globalを使用してください。

一般に、-instances=static (および -pto)は使わないでください。使うメリットはす
でになく、依然として、『C++ユーザーズガイド』で説明しているデメリットがあ
ります。

リンク時の名前符号化の問題
次の場合に、リンク時に問題が発生することがあります。

■ constパラメータ付きで宣言されている関数が、別の場所で constパラメータなし
で宣言されている。

例:

void foo1(const int);

void foo1(int);

これらの宣言は等価ですが、コンパイラは異なる符号化名を付けます。この問題
を回避するには、値のパラメータを constとして宣言しないでください。たとえ
ば、関数定義の本体などのあらゆる場所で void foo1(int);を使用します。

■ 関数に同じ複合型のパラメータが 2つあり、一方のパラメータだけ typedefで宣言
されている。

例:

class T;

typedef T x;

// foo2 has composite (that is, pointer or array)

コンパイラ
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// parameter types

void foo2(T*, T*);

void foo2(T*, x*);

void foo2(x*, T*);

void foo2(x*, x*);

すべての foo2宣言は等価で、これらは同じものを符号化する必要があります。し
かし、コンパイラは一部に異なった符号化を行なっています。この問題を回避す
るには、一貫して typedefを使用します。

typedefを一貫して使用できない場合は、回避策として、関数を定義している
ファイルにweakシンボルを使用し、宣言とその定義を等価にします。例:

#pragma weak "__1_undefined_name" = "__1_defined_name"

ターゲットアーキテクチャーによって異なる符号化名があります。たとえ
ば、size_tは SPARC V9アーキテクチャー (m64)では unsigned longですが、それ
以外のアーキテクチャーでは unsigned intです。これは、2つの異なった
バージョンの符号化名がそれぞれ 1つのモデルに存在するケースです。このよう
な場合は、2つのプラグマを用意し、適切な #if指令で制御する必要がありま
す。

大域的ではない名前空間のオブジェクトをテンプレートから参照
できない
プログラムでテンプレートと静的オブジェクトを使用している
と、-instances=externを指定してコンパイルした場合に未定義シンボルのリンク時
エラーが発生します。これは、デフォルト設定の -instances=globalでは問題になり
ません。コンパイラは、大域的でない名前空間スコープのオブジェクトに対するテ
ンプレートからの参照をサポートしません。次の例を考えてみましょう。

static int k;

template<class T> class C {

T foo(T t) { ... k ... }

};

この例では、テンプレートクラスのメンバーは静的な名前空間スコープ変数を参照
します。名前空間スコープはファイルスコープを含むことに注意してください。コ
ンパイラは、静的な名前空間スコープ変数を参照するテンプレートクラスのメン
バーをサポートしません。複数のコンパイル単位からテンプレートがインスタンス
化されると、各インスタンスは異なる kを参照します。つまり、C++単一定義規則
違反が発生し、コードは定義されていない動作を起こします。

kの使用方法やその効果に応じて、次の代替案が考えられます。2番目のオプション
は、クラスのメンバーの関数テンプレートにのみ使用できます。

1. 変数に外部リンケージを持たせる

int k; // not static

すべてのインスタンスは、kの同じコピーを使用します。
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2. 変数をクラスの静的メンバーにする

template<class T> class C {

static int k;

T foo(T t) { ... k ... }

};

静的なクラスメンバーは外部リンケージを持ちます。C<T>::fooのインスタンス
が使用する kはそれぞれ異なります。C<T>::kのインスタンスは、ほかの関数で共
有することができます。通常はこのオプションが使用されます。

名前空間内の#pragma alignと符号化名
名前空間内で #pragma alignを使用する場合は、符号化名を使用する必要がありま
す。たとえば、次のコードでは、#pragma align文は何の働きもしません。この問題
を解決するには、#pragma align文の a、b、および cを符号化された名前に変更しま
す。

namespace foo {

#pragma align 8 (a, b, c) // has no effect

//use mangled names: #pragma align 8 (__1cDfooBa_, __1cDfooBb_, __1cDfooBc_)

static char a;

static char b;

static char c;

}

Fortran
このリリースの f95コンパイラでは、次の問題に注意する必要があります。

■ 前進なし印刷行の末尾の前にある空白が、出力の位置に影響を与えない
(7087522)。
出力文の書式の末尾にX編集記述子を指定しても、出力レコード内の次の文字の
位置がその影響を受けません。これによって違いが生まれるのは、出力文に
ADVANCE=’NO’が含まれていて、かつ後続の出力文によって同じレコードに転送さ
れる文字がほかに存在している場合です。

多くの場合、これを回避するには、nX編集記述子の代わりに空文字列編集記述子
を使用します。これらは厳密には同じではありませんが、それは、空文字列編集
記述子の場合は実際に空文字がレコード内に挿入されるのに対し、nXでは次の n
個の文字がスキップされるだけであり、それによって通常は、それらのスキップ
された位置がデフォルトで空になるからです。

■ 2つの継続アンパサンドから成る行が存在していると、有効なコードが拒否され
る。(7035243)。
単一のアンパサンドを含む空の継続行は、Fortran規格で禁止されています。しか
し、同じ行に 2つのアンパサンドが含まれていると、規格の制限の対象から外
れ、空の継続行を引き続き作成できます。コンパイラではそのような場合は処理
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されず、エラーが発生します。回避方法は、その行を削除することであり、それ
を行っても、プログラムの可読性に影響があるだけであり、意味が付加されるこ
とは一切ありません。

■ BOZ定数が切り捨てられることがある (6944225)。
配列構成のように比較的複雑な一部のシナリオでは、BOZ定数が、その代入先と
なると思われる対応する項目が 8バイト整数エンティティーであっても、デ
フォルト整数サイズの 4バイトに切り捨てられる可能性があります。回避方法
は、BOZ定数の代わりに正しい型と種別を持つ定数を、配列構成で使用すること
です。

以前のリリースの Fortranコンパイラで非互換性が導入されましたが、その非互換性
はこのリリースのコンパイラにも引き継がれており、以前の Fortranコンパイラリ
リースからアップデートする際に注意する必要があります。互換性の問題とは次の
とおりです。

Fortran 77ライブラリが削除された
ここでは、Oracle Solaris Studio 12.2リリースで廃止対象の FORTRAN 77ライブラリが
削除されたことに注意してください。これは、レガシー Sun WorkShop f77コンパイ
ラでコンパイルされた、共有ライブラリ libF77、libM77、および libFposixに依存す
る古い実行可能ファイルが動作しないことを意味しています。

配列組み込み関数における大域レジスタの使用
配列組み込み関数の
ANY、ALL、COUNT、MAXVAL、MINVAL、SUM、PRODUCT、DOT_PRODUCT、MATMULは、各
SPARCプラットフォームアーキテクチャー用に高度に調整されています。このた
め、これらの関数は大域レジスタの %g2、%g3、%g4をスクラッチレジスタとして利用
します。

上記の配列組み込み関数を呼び出す場合に、これらのレジスタが一時記憶領域とし
て利用できることを前提にしたユーザーコードを作成しないでください。これらの
レジスタ内のデータは、配列組み込み関数を呼び出したときに上書きされます。

アーカイブライブラリ内の F95モジュールが実行可能ファイルに
含まれない
デバッガ dbxでは、コンパイルに使用されたすべてのオブジェクトファイルが実行
可能ファイルの中に含まれている必要があります。通常、ユーザーが追加の作業を
実行しなくても、プログラムはこの要件を満たしています。例外となるのは、モ
ジュールを含むアーカイブを使用している場合です。プログラムがモジュールを使
用するが、モジュール内の手順または変数をいずれも参照しない場合は、結果とし
て生じるオブジェクトファイルには、モジュール内で定義されるシンボルへの参照
は含まれません。オブジェクトファイル内で定義されているシンボルへの参照があ
る場合のみ、リンカーはアーカイブから取得したオブジェクトファイルをリンクし
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ます。このような参照が存在しない場合は、オブジェクトファイルは実行可能
ファイルに含められません。使用されたモジュールに関連するデバッグ情報を dbx
が検索しようとする場合に、dbxは警告を生成します。デバッグ情報が見つからない
シンボルに関する情報は提供できません。

この問題を回避するためには、-uリンカーオプションを使用します。このオプ
ションは、1つのシンボルをそのオプション引数として取ります。そのシンボルを未
定義のリンカーシンボルのセットに追加し、問題を解決します。モジュールと関連
付けられているリンカーシンボルは通常、小文字の文字列に下線が後続するモ
ジュール名です。

たとえば、モジュール MODULE_1を含むオブジェクトファイルをアーカイブから取り
出すには、リンカーオプション -u module_1_を指定します。f95コマンドを使用して
リンクを実行する場合、コマンド行で -Qoption ld -umodule_1_を使用してくださ
い。

Linuxプラットフォームのgethrtime(3F)
システムの省電力が有効になっている場合、AMDプロセッサのクロックレートを正
確に取得するための信頼できる方法はありません。結果として、Linuxプラット
フォーム上で gethrtime(3F) (Fortranコンパイラの、Solaris gethrtime(3C)関数の Linux
版)に基づく時間関数を使用して実際の時間を高精度で取得する場合、精度の高い値
が得られるのは、AMDシステムの省電力が無効になっている場合だけです。省電力
機能を無効にするには、システムをリブートしなければいけない可能性がありま
す。

ツール

dbx

dbxに関する既知の問題と回避策
1. dbxがプロセスに接続された場合のデータ収集の問題

コレクタライブラリ libcollector.soを事前にロードしないで dbxを実行中のプロ
セスに接続すると、さまざまなエラーが発生する可能性があります。
■ どのトレーシングデータも収集できません。同期はトレーシング、ヒープト
レーシング、またはMPIトレーシングを待機します。トレースデータの収集
は各種ライブラリに割り込むことで行われますが、libcollector.soが事前に
ロードされていなければ、割り込みを行えません。

■ dbxがプロセスに接続されたあとにシグナルハンドラがインストールされ、そ
のシグナルハンドラが SIGPROFシグナルおよび SIGEMTシグナルを転送しな
い場合、プロファイルデータと標本データが失われます。
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■ プログラムが非同期入出力ライブラリ libaio.soを使用している場
合、libaio.soが SIGPROFを使用して非同期の取り消し操作を行うため、時間
ベースのプロファイルデータと標本データは失われます。

■ プログラムがハードウェアカウンタライブラリ libcpc.soを使用している場
合、コレクタとプログラムが両方ともこのライブラリを使用するため、ハード
ウェアカウンタオーバーフロープロファイリング実験が破壊されます。dbxが
プロセスに接続されたあとでハードウェアカウンタライブラリがロードされた
場合、libcpc.so内での検索ではなく一般的な検索によって libcpcライブラリ
関数への参照が解決されるのであれば、ハードウェアカウンタ実験が成功する
可能性があります。

■ プログラムが setitimer(2)を呼び出す場合、コレクタとプログラムの両方がタ
イマーを使用しているため、時間ベースのプロファイリング実験に失敗する場
合があります。

2. Javaコードのデバッグ中に dbxがクラッシュする可能性がある

dbxシェル内から cdコマンドを発行したり、CLASSPATH環境変数または
CLASSPATHX環境変数を設定したりすると、その後、dbxがセグメント例外でク
ラッシュする可能性があります。

回避策:
■ 上記の実行もしくは設定を行わない。
■ 上記の実行もしくは設定を行う前に、すべてのウォッチポイント (表示)を削
除する。

3. Javaコードの再デバッグ時に dbxがクラッシュする

Javaコードに対してデバッグコマンドを 2回続けて発行すると、dbxがク
ラッシュする可能性があります。

4. アプリケーションを構築時とは異なる J2SE上でデバッグすると、dbxから例外が
スローされる

アプリケーションの構築時に使用した J2SEテクノロジのバージョンとは異なるリ
リースの J2SEテクノロジの下でそのアプリケーションをデバッグすると、dbxか
ら例外がスローされます。

5. RTC前の監視割り当てが原因でRUAエラーが誤ってレポートされていた
マルチスレッドプログラムを使用する例外的な状況下で、実行時検査 (RTC)がメ
モリー割り当ての監視を開始する前に割り当てられた内部スレッド関連データへ
のアクセスを検出したときに、RTCはRUAエラーを誤ってレポートします。こ
のような状況は、通常のスレッド切り替え動作の一部なので、dbx suppressコマン
ドを使用することにより、このような誤ったRUAレポートを安全に無視できま
す。

dbxの制限事項と非互換性
Oracle Solaris Studio 12.3の dbxには次の制限があります。
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■ 動作中のプロセスに .dbxrcから接続することはできません。このため、.dbxrc

ファイルに、コードを実行するコマンドを含めないでください。ただし、別の
ファイル内にこのようなコマンドを入れておき、dbx sourceコマンドを使用し
て、そのファイル内のコマンドを実行することはできます。

■ dbxは、-compat=4オプションでコンパイルされたメンバー関数へのポインタを不
適切に復号化します。この問題は、-compat=5オプションでは発生しません。

注 – -compat=4オプションはこのリリースで削除されました。詳細は、14ページ
の「C++コンパイラ」を参照してください。

■ SPARC V9 (-m64)システムでは、callコマンドや印刷関数の呼び出しの引数または
戻り値として小さな入れ子構造を使用することはできません。

■ libC.so.5または libC.so.4の古いコピーを使用すると、C++例外の領域で dbxの
問題が発生することがあります。不正なスタブや未処理の例外に関する警告
メッセージが出力されることがあります。

回避策:最新の libC.so.5をすべてのシステムにインストールしてください。
■ Fortranユーザーは、実行時検査をフル活用できるように、-stackvarオプション
を使用してコンパイルするようにしてください。

■ 一部のプログラムは、-stackvarオプションを使用すると正しく動作しないこと
があります。そのような場合には、RTCを使用せずに配列添字検査をオンにする
-Cコンパイラオプションを試してください。

■ マルチスレッドアプリケーションで、forkの追跡が正しくないことがあります。
■ マルチスレッドアプリケーションで callコマンドまたは印刷関数呼び出しを使用
すると、デッドロック状態が発生する可能性があります。

■ あるヘッダーファイルがプリコンパイル済みヘッダー (PCH)コレクションの一部
になっていた場合、dbxの修正継続機能を使用してそのファイルを変更しないで
ください。

■ dbxコマンド行インタプリタは、CSI (Code Set Independence)をサポートしない旧
バージョンのKornシェル (ksh)です。マルチバイト文字は、dbxコマンド行に入
力すると誤って解釈される場合があります。

■ dbxの次の機能は、Linux OSでは使用できません。
■ 修正継続
■ パフォーマンスデータの収集
■ 次のイベントのブレークポイント

■ fault

■ lastrites

■ lwp_exit

■ sysin
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■ sysout

■ sync

■ throw

■ Javaのデバッグ
■ 32ビットプログラムのデバッグ (-x exec32オプションを使用して dbxを起動し
ない場合)。

■ Linuxプラットフォームでのプログラムのデバッグでは、次の問題が発生する可
能性があります。

■ dbxは、exec()の呼び出し時に、Linuxプラットフォーム上でフォークされた
プロセスを追跡したり新しいプログラムに変更したりできません

■ Linuxプラットフォームの場合、Kornシェルの pipe演算子には制約がありま
す。ターゲットプロセスにアクセスする必要がある dbxコマンドはパイプライ
ンの一部として機能しません。たとえば、次のコマンドではおそらく dbxがハ
ングアップします。

where | head -1

回避策:
■ Ctrl-Cキーを入力して新しい dbxプロンプトを表示します。

■ dbxは多くの情報をキャッシュに格納するので、前述の例の場合、次の一
連のコマンドが動作します。

where

where | head —1

■ プログラムが clone()を使用して独自のスタイルのスレッドを実装している場
合、dbxのスレッドサポートではスレッドが正しく識別されません。

回避策:

clone()ではなく、libthread.soを使用してください。

■ Linux OSの threadsライブラリは、その内部機構の一部として SIGSTOPシグナ
ルを使っています。通常、dbxはこれらのシグナルをユーザーから隠蔽
し、ユーザーがほかのソースからの本物の SIGSTOPシグナルを監視できるよ
うにします。Linux OSはときどき SIGSTOPを予期しない方法で使用します
が、その際に、dbxはシステム生成 SIGSTOPをユーザー生成 SIGSTOPとして
解釈します。

回避策:

ignoreコマンドを使用して、SIGSTOPシグナルを捕獲しないよう dbxに指示し
ます。

■ スレッドはときどき終了しますが、Linux OSはその終了のことを dbxに報告し
ません。
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あるスレッドが終了し、その終了が報告されなかった場合、dbxは決して発生
しないイベントに対して待機し、新しいプロンプトを表示しません。この状況
はおそらく、dbxで contコマンドを入力したあとで発生しますが、step upコ
マンド、stepコマンド、nextコマンド、およびその他のコマンドのあとにも
発生する可能性があります。

回避策:
■ Ctrl-Cキーを入力すると、dbxが待機を停止して新しいプロンプトを表示す
る場合があります。

■ Ctrl-Cキーが機能しない場合は、dbxを終了して再起動します。

■ dbxは、GNU CおよびC++コンパイラで次の機能をサポートしません。
■ VL配列
■ 例外処理
■ OpenMP
■ RTTI
■ テンプレート定義
■ デフォルト引数
■ using指令
■ friend

■ Oracle Linux 6上の dbxには、いくつかの問題が存在しています。

■ システムライブラリ内で間接参照シンボルが使用されていると、dbxがブ
レークポイントを実際の関数にではなくその参照に設定する場合があります。

■ gcc 4.4.4コンパイラでコンパイルされたコードをデバッグする場合:
■ dbxが可変長配列の出力時にハングアップすることがあります。

■ dbxは、関数のちょうど末尾 (}の行)で停止されると、局所変数を認識でき
ません。

■ dbxは、-Dコンパイルオプションを使って定義されたマクロを認識できま
せん。

パフォーマンスアナライザ
この節では、パフォーマンスアナライザツールの既知の問題について説明します。

■ 「呼び出し元-呼び出し先」タブで、切り捨てられたメトリック値が表示される場
合があります。

■ SPARC T4プロセッサで icacheのストール時間が過大評価される場合がありま
す。
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■ OMPタスクとOMP並列領域のOpenMP Waitメトリックを足し合わせて
も、<Total>のOpenMP Waitメトリックに等しくなりませんが、これは、最初の
並列領域エントリの前に到着したプロファイリングパケットはすべて、どのタス
クや領域のOMP Wait時間としてもカウントされませんが、合計にはカウントさ
れるからです。

■ 実験の追加や削除は必ずしも正しく処理されません。回避方法は、最初にすべて
の実験をロードし、削除対象の実験をフィルタリングして除外することです。

■ タブの移動が必ずしも正しく動作しません。
■ タブ内での項目の複数選択が必ずしも正しく動作しません。
■ アナライザがときどき SummaryDisp.updateSummary (SummaryDisp.java:249)でハン
グアップします

■ 「ソース/逆アセンブリ」タブで選択を行ったときに、「概要」タブが更新されま
せん。

■ ゼロでないメトリックが存在していても、「ソース」タブのマージンの強調表示
が表示されない場合があります。

■ 共有オブジェクトの「表示/非表示/APIのみ」機能が、フィルタリングと組み合
わせた場合に必ずしも正しく動作しません。この問題は、er_printを使用して実
験データを表示する場合にも発生します。

■ 「フィルタの管理」ダイアログボックスの「一般」タブで「適用」ボタンを押し
ても、変更が必ずしも適用されません。「適用」を複数回押すとうまくいく可能
性があります。より信頼性の高い回避方法は、「タイムライン」、「ス
レッド」、および「CPU」データタブのコンテキストメニューからフィルタにア
クセスすることです。

■ 「タイムライン」タブで、スレッドやCPUが数値順に表示されないことがありま
す。

collectユーティリティー
この節では、collectユーティリティーやデータ収集の既知の問題について説明しま
す。

■ 一部の最適化されたコードで、Sandy Bridgeマシン上でのスタック巻き戻しが正
しくない場合があります。

■ JDK 1.7でのロックアルゴリズムの実装変更のため、Javaプログラムの同期ト
レース時に、すべての Java同期イベントが二重カウントされます。回避方法
は、報告された値を 2で割ることです。

■ Linuxシステム上のマルチスレッドアプリケーションのクロックプロファイリン
グで、スレッドに関して不正確なデータが報告されます。プロファイルシグナル
は、必ずしもカーネルから各スレッドに指定された間隔で配信されるとは限りま
せん。シグナルが間違ったスレッドに配信される場合もあります。可能であれ
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ば、より正確なスレッド単位の結果が得られるように、cycleカウンタによる
ハードウェアカウンタプロファイリングを使用してください。

■ 異なるクロック周波数で動作する複数のCPUを持つシステムのクロックプロ
ファイリングでは、1つのCPUのクロックレートに基づいてイベントが生成され
るため、ほかのCPU上のイベントが過大または過小にカウントされる可能性があ
ります。

スレッドアナライザ
この節では、スレッドアナライザの既知の問題について説明します。

次のすべてが真であれば、スレッドアナライザの実行時エラーが発生する可能性が
あります。

■ データ競合を検出するために discoverで計測されたバイナリ上で、collectが実
行される

■ その実行が、UltraSPARC T2のような、ハードウェア機能フィルタをサポートす
る SPARCプロセッサを備えたマシン上で行われる

■ マシン上で Solaris 10 Update 9以前のアップデートが実行されている

問題を回避するには、collectを実行する前に、環境変数 LD_NOAUXFLTR=yesを設定し
てフィルタライブラリのロードをスキップします。フィルタを使用しないことによ
り、パフォーマンスが若干低下する可能性があります。

er_kernelユーティリティー
この節では、er_kernelユーティリティーの既知の問題について説明します。

■ er_kernelはときどき、実行元のマシンをクラッシュさせる可能性がありま
す。この問題は、UltraSPARC T1、T2、およびT2+チップ上で動作するOracle
Solaris 10でのみ発生するもので、その原因はハイパーバイザのバグです。

■ er_kernelプロファイルはときどき、CPU状態の属性を間違って決定
し、ユーザーデータを正しく報告しません。

■ 1つ以上のCPUが er_kernelイベントの生成を 30秒以上停止することがありま
す。

■ ユーザープロセスのDTraceスタック巻き戻しで 1つのフレームが省略されること
がありますが、それは特に、リーフ関数がその関数プロローグまたはエピローグ
内で実行中の場合に発生します。

■ 異なるクロック周波数で動作する複数のCPUを持つシステムの er_kernelプロ
ファイリングでは、1つのCPUのクロックレートに基づいてイベントが生成され
るため、ほかのCPU上のイベントが過大カウントまたは過小カウントされる可能
性があります。
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IDE
この節では、IDEの既知の問題について説明します。

■ バージョン管理フレームワークがフルリモートモードで動作しません。(195121)
バージョン管理フレームワークはしばしば java.io.Fileと関係しながら動作する
ため、リモートファイルオブジェクトを操作できるプラグインを作成することは
不可能です。

回避方法:リモートホスト上のバージョン管理ツールを ssh経由で直接使用しま
す。

■ GDB 7.2が使用されている一部のプラットフォームで、「ステップ
オーバー」が「継続」として動作することがあります。 (200196)
回避方法:以前のGDBバージョンを試すか、プロジェクトプロパティーの「実
行」セクションの「コンソールタイプ」を、「内部ターミナル」から別のオプ
ションに変更します。

■ メモリーアクセスエラーツールがリモートプロジェクトで動作しません。
(7109562)
リモートホスト上にプロジェクトを作成したあと、そのプロジェクトをメモ
リー分析用に計測して実行すると、can’t execute: discover: No such file or

directoryというエラーメッセージが表示されます。
■ 「デバッガコンソール」タブをクリックしても、デバッガコマンドのプロンプト
にフォーカスが設定されません。 (7102076)
回避方法:コマンドをプロンプトに入力できるように、タブ内でもう一度クリック
してフォーカスを設定します。

■ バイナリから新しく作成されたフルリモートプロジェクトが「プロジェクト」タ
ブに表示されません。 (7110094)
IDEのデスクトップ配布を実行し、リモートホスト上の既存のバイナリからプロ
ジェクトを作成した場合、その新しく作成されたプロジェクトが「プロジェク
ト」タブに表示されません。

回避方法:「ファイル」 >「リモートC/C++プロジェクトを開く」を選択し、開く
プロジェクトを選択します。

■ SPARCプラットフォーム上のバイナリが認識されないため、バイナリからフルリ
モートプロジェクトを作成できません。 (7109551)
IDEのデスクトップ配布を実行し、SPARCプラットフォームであるリモートホス
ト上の既存のバイナリからプロジェクトを作成し、「ファイル」 >「リモート
C/C++プロジェクトを作成」を選択したときに、バイナリが認識されませ
ん。ファイルチューザのフィルタが「すべてのバイナリファイル」に設定されて
いる場合、バイナリが表示されません。フィルタが「すべてのファイル」に設定
されている場合は、バイナリを選択できるものの、「バイナリファイルが見つか
りません」というメッセージが表示されます。
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dmake
ここでは、これまでにわかっている dmakeソフトウェアの問題点とその回避策につい
て説明します。

分散モードで dmakeを使用した場合に何か問題が発生する場合は、次の点を確認して
ください。

1. $HOME環境変数がアクセス可能なディレクトリに設定されているか

% ls -la $HOME

2. ファイル $HOME/.dmakercが存在するか、このファイルの読み取りが可能か、この
ファイルの情報が正しいか

% cat $HOME/.dmakerc

3. $HOME/.dmakercファイルに示されているすべてのホストが稼働しているか
(/usr/sbin/pingコマンドを使用して各ホストをチェック)
% /usr/sbin/ping $HOST

% /$$HOST には、$HOME/.dmakerc ファイルでホストとして示されているシステ
ムの名前を指定してください。

4. dmakeバイナリのパスが正しいか (dmake、rxm、および rxsコマンドを使用)

% which dmake

% which rxm

% which rxs

5. 各ホストへのリモートログイン (rshまたは ssh)がパスワードなしで動作し、各リ
モートログインの所要時間が許容範囲 (2秒未満)である。
% time rsh $HOST uname -a

6. 各ホスト上にファイル /etc/opt/SPROdmake/dmake.confが存在するか。このファイ
ル内の情報は正しいか。このファイルが存在しない場合は、dmakeはこのシステ
ムでジョブを 1つだけ分散します。
% rsh $HOST cat /etc/opt/SPROdmake/dmake.conf

7. 各ホストの dmakeバイナリのパスが正しいか

% rsh $HOST ‘which dmake‘

% rsh $HOST ‘which rxm‘

% rsh $HOST ‘which rxs‘

8. 各ホストから構築領域を利用できるか (rwx)

% cd $BUILD

% rm $HOST.check.tmp

% echo "Build area is available from host $HOST" > $HOST.check.tmp

% rsh $HOST cat $BUILD/$HOST.check.tmp

$BUILDには、構築領域のフルパスを指定してください。

9. その $HOMEは各ホストから使用可能か
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% cd $HOME

% rm $HOST.check.tmp

% echo "HOME is available from host $HOST" > $HOST.check.tmp

% rsh $HOST cat $HOME/$HOST.check.tmp

dmakeの制限事項
次の要件を満たしていれば、どのマシンも構築サーバーとして使用できます。

■ dmakeホスト (構築プロセスを開始するために使用するマシン)から、構築
サーバー上でコマンドをリモート実行するためのパスワードを要求されることな
く、rshまたは sshを使用できる必要があります。

■ dmakeソフトウェアがインストールされている binディレクトリに構築サーバーか
らアクセスできる必要があります。デフォルトでは、dmakeは構築サーバー上の
dmake実行可能ファイルへの論理パスが dmakeホスト上の実行可能ファイルと同じ
ものであると仮定します。この仮定を無効にするには、実行時構成ファイルのホ
ストエントリの属性としてパス名を指定します。

■ ホスト上に /etc/opt/SPROdmake/dmake.confファイルが存在していて、読み取り可
能であり、適切な情報が含まれている。このファイルが存在しない場合
は、dmakeはこのシステムでジョブを 1つだけ分散します。

インストール
■ –extract-installation-dataオプションを指定して非GUIインストーラを実行す
ると、ユーザーの読めるエラーメッセージが一切表示されずに処理が失敗する可
能性があります。

■ インストールディレクトリ内で register_solstudioユーティリティーを実行する
と、登録ページの生成とブラウザ内でのオープンが行われない場合があります。

回避策:
1. register_solstudioユーティリティーを installation_directory/binから

installation_directory/bin/condev/binにコピーします。
2. installation_directory/bin/register_solstudio
を、installation_directory/bin/condev/bin/register_solstudioへのシンボ
リックリンクで置き換えます。

3. register_solstudioユーティリティーを実行すると、登録ページが生成さ
れ、そのページがブラウザで開かれます。
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